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徳島県最低賃金は、時間額６６６円になります
－１０月３０日(当日分)より引上げが必要です－
　　　　　　　　　
　「徳島県最低賃金」は、発効日１０月３０日から１２円の引上げにより、
時間額６６６円となります。
＜発効までの経過＞

　徳島地方最低賃金審議会より９月１８日に最終答申が行われたのを受け、徳島労働局長は答申どおりの内容で改正することを決定し、９月３０日付け官報に最低賃金の改正決定に関する公示を掲載しました。
　官報公示日から３０日の期間を経て、１０月３０日(水)が効力発生日となります。

　
＜賃金の引上げが必要な労働者＞

　徳島県最低賃金は、県内の事業場で働くすべての労働者とその使用者に適用されるが、本年度実施した最低賃金に関する実態調査結果等から、今回の改定に伴って賃金の引上げが必要となる労働者数は、県内労働者数の約２．２パーセントにあたる約６，４００人になると推計しています。
　また、現時点で、最低賃金の減額特例許可を受けている労働者の賃金についても、最低賃金の引上げ率に応じた賃金引き上げが必要となります。

＜最低賃金の効力＞

　最低賃金が発効すると、最低賃金額以下の労働契約はその時点で無効となり、最低賃金額と同様の定めをしたものとみなされます。(最賃法第４条第２項)
＜発効日の当日の賃金から引き上げが必要＞
　毎年、発効日の前後には、賃金の引上げ時期に関する問い合わせが多いことから、発効日が賃金計算期間の途中であっても、時給制、日給制、月給制の如何を問わず、発効日以降の賃金を引上げることが必要であることについて徳島労働局から事業主に対して周知を行っています。
　特に、月給制の時間換算額が改定後の最低賃金額と比較して低くなっている場合には、日割り計算の方法等による引上げが必要となります。不明な場合はお問い合わせて下さい。
＜お問い合わせは＞

　徳島労働局では、県内４つの労働基準監督署、８つのハローワークのほか、地方公共団体、経済団体、労働組合などの各種団体など約３５０か所にポスター、リーフレットを送付して周知に努めています。

　最低賃金改正に関する問い合わせは、徳島労働局労働基準部賃金室(電話０８８－６５２－９１６５)か最寄りの労働基準監督署へ。
＜資料＞
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